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本日の発表内容

•ダム事業の特徴とBIM/CIM

•各事業段階におけるBIM/CIMの活用

•デジタルツイン

•ダムにおける情報共有システム

について具体的な活用事例を中心に紹介します
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ダム事業の特徴とBIM/CIM

•本体の巨大さ 広範囲・長期に亘る事業

•多種多様な工種があり、工程が複雑になりがち

•操作・保守点検・補修の失敗が大災害に直結

•多くの情報をまとめて管理・共有し単純作業を
軽減することが可能なのに加え、構造・データ
を視覚的に表示でき、加工やシミュレーション
が容易なBIM/CIMモデル使用の効果が発揮され
る場面が多い。
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統合モデル：広域地形モデル
（施工段階から維持管理段階も見据えた事業全体を監理）

施工段階において、将来個々の管理すべき内容に応じて作成されたモデルを統合して活用しやす
くした統合モデル（事業監理CIM）。

44

洪水吐き、放流施設、
取水設備、排水設備、
受変電設備等

工事区域内の公共補償と
水特事業の合併施工道路

流域全体の地形データ、施工設備等

基盤モデル（広域地形モデル）
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地滑想定区域、対策個所

属性情報
履歴
測量
観測
点検
維持管理
などのデータ
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ブロック割 分割線

総延長：約8.7km

土工部 橋梁部（14箇所） トンネル部（2箇所）



データ・モデル工程表による事業監理

事業のクリティカルパスやイベントなどの進捗に整合させて工種毎、年度別に必要となる統合
CIMモデルの規模、内容、属性情報等、作成・活用・更新主体などを明確化した情報を事業年度
で整理した工程表
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モ
デ
ル
種
別→

時間軸→

1～3年目 4～6年目 7～9年目 10～12年目 13～15年目 16～18年目 19年目～



（調査ー設計）環境モデル

・モデル上に貴重種等をプロットし、設計段階から環境への影響を回避
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（調査ー設計）環境モデル

・モデル上に貴重種等をプロットし、設計段階から環境への影響を回避（動画で確認）
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（設計）BIM/CIM モデルを活用した設計照査

材質細区分を反映させたソリッドモデル（ボクセルモデル）を用いて、母材山全体に
分布する特定の材質区分の3 次元的な分布位置・賦存量が把握可能

母材山を透過表示し、特定の
ボクセルモデルを赤色表示
（例：特定材質の賦存量が
30％以上）

図 母材山のボクセルモデル例（BX+100断面） 図 特定材質区分の3次元的分布状況

母材山内の特定のボクセルモデルの分布を確認

図 ソリッドモデル 図 サーフェスモデル+ソリッドモデル

【ボクセル名】
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（設計）景観検討への活用

モデル内の任意の視点からの景観を図化し、景観設計や地元協議
（例：展望台位置の検討）に活用
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（設計ー施工）事業監理（４Ｄシミュレーション）

・工程とCIMモデルを組み合わせることで、施工の進捗イメージの見える化が
可能となり、事業監理への応用も可能 （動画で確認）
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（設計ー施工）施工手順確認（４Ｄシミュレーション）

・工程とCIMモデルを組み合わせることで、施工の進捗イメージの見える化が可能とな
り、事業監理への応用も可能

時
間
軸→

鳴瀬川総合開発事業 付替道路 箱工程
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←上流側 付け替え道路 下流側→



（協議）付替国道、工事用道路の走行動画

BIM/CIM モデルだからできる関係者協議（新たな説明方法）

付替国道や工事用道路の走行シミュレーションにより、イメージがしやすく説明性が
向上（動画で確認）
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（説明）プロジェクションマッピング

• CIMデータから模型を作成し、堤体・原石山・付替道
路・交流拠点等を投影し事業を説明
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（説明）プロジェクションマッピング（詳細）

• 衛星写真、地理院地図（新旧）、水面（サーチャージ・常時満水位、最低水位）、
付替道路、山村交流拠点等を投影し、事業計画、地域振興計画、旧集落位置などの
説明に活用
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陰影図

投影なし

衛星写真＋河川＋
サーチャージ水位

衛星写真のみ

地理院地図

サーチャージ水位

常時満水位

最低水位

河川を表示

地名を表示

施設を表示

国県道

町道

林道

付替道路全て



（維持管理）堆砂モデル

堆砂データを機械的にサーフェスモデル化し経年変化を確認
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（維持管理）堆砂モデル

（拡大図 5年毎のサーフェスを表示）
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デジタルツイン

• デジタルツインの概念（実物空間と仮想空間の関係）
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• 仮想空間（サイバー空
間）にフィジカル空間の
環境を再現するため、統
合CIMモデルで、個別の
３次元モデルやデータに
ついて、データ・モデル
工程表や手順書を用いて
運用し、その成果を実空
間に役立てる。

• その後、評価、改善、
フィジカル空間でフィー
ドバックするPDCAサイク
ルを回す。

• 実物空間、仮想空間がお
互いを補いつつ業務や工
事の効率化や高度化に向
けて改善していく。



デジタルツイン（AR）

• AR機器を用いたデジタルツインの試み
ダムの完成形を現場で確認する手段として活用。
機器名：Trimble SiteVision

機器概要：
高精度GNSSアンテナと距離計EDM、バッテリーが一体化した機器に
スマートフォンを装着することで使用できるAR機器です。
高精度で3次元モデルと現場を重ね合わせて表示でき、スマートフォン※を
使用するため、各種Web会議システムでの画面共有が可能です。

18



デジタルツイン（AR）

• AR機器の活用風景
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• 構造物の設置位置確認に
より施工検討、安全対策
確認などが可能

• Web会議で画像共有可能

（協議、現場案内等）

現在の現場風景

完成時（想定）



デジタルツイン（VR）

•スマホ・PCでのVR閲覧により、堤体や仮設備などの形
状確認や、景観検討、地元説明、などに活用
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ダムにおける情報共有システム

•システム概要

•活用 発注者

行政PC

自席PC

+

庁内LAN

スタンドアロンの専用PC

発注者保有ライセンスの
CADソフト

クラウド 受注者

仮想PCハイスペックな
仮想PC

建技・JACIC

Streamer

Web会議

クライアント

仮想PCハイスペックな
仮想PC

Streamer

ファイル共有

本体JV

クライアント

インターネット

インターネット

インターネット

TCP
(443)
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ダムにおける情報共有システム

• IDの付与（発注者・設計者・施工者・BIM/CIM検討受注者等）

（設計者）
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ダムにおける情報共有システム

•ファイル共有ルール（検討中）
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ダムにおける情報共有システム

• CIMモデルの属性情報付与ルール（検討中）
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ダムにおける情報共有システム

• 外部参照による属性情報のフォルダ構成（検討中）
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ダムにおける情報共有システム

• 仮想PCによるクラウド上でのCIMモデル閲覧・操作

• 受発注者打合せなどで、双方で同じCIMモデルを閲覧・編
集が可能（要ライセンス）
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今後の検討予定

•フロントローディング
•属性情報の付与

•デジタルツイン
•情報共有システム
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ご清聴ありがとうございました。


